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この報告書は、平成２４年度の夏に「市民いきもの調査員」 

によって行ったカエルの調査結果をまとめたものです。 
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市民いきもの調査員について 

“いきもの調査”は、市民のみなさんが調査員となり、身近な環境の状況を様々な角度で楽しみながら、

無理をすることなく調査協力していただくことで、草津市の環境情報の整備・発信を進めていこうとい

うものです。 

“身近な環境”には、力強く生きている小さな虫たちや道ばたの花など、普段何気なく見過ごしている

ものも意外と多いものです。 

この調査員活動の目的は、このような身近な環境情報を整理し、環境学習などに活用するものでありま

す。また、併
あわ

せて、調査していただく方に今日まで気づかなかった草津市の素晴しい環境を新たに発見

していただき、生物多様性や地球温暖化などの環境問題に対する関心につなげることであり、素晴らし

い草津の自然環境が次世代に受け継
つ

がれていくことを願うものであります。 

 

（１）調査員対象 

草津市内で見つけたいきものを報告できる方なら、どなたでも調査員登録できます。個人でも、団体

でも可能です。 

 

（２）調査方法 

指定の調査票にいきものを記録して、市環境課まで報告していただきます。 

 

（３）調査期間 

調査対象にもよりますが、２～３ヶ月です。 

 

（４）申込・問い合わせ先 

草津市役所環境課 環境管理グループ 

〒５２５－８５８８ 滋賀県草津市草津三丁目１３－３０ 

電 話：０７７－５６１－２３４２ 

F A X：０７７－５６１－２４７９ 

メール：kankyo@city.kusatsu.lg.jp 
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１．調査のねらい 

草津市の第 4 回目いきもの調査では、夏休み期間であることを意識し、大人と子どもが自由研究の一

環として一緒に調査に取り組める対象で、先行事例や調査の簡便性、親しみやすさを考慮し、「カエル」

としました。 

カエルやイモリ、サンショウウオは「両生類」と呼ばれるいきもののグループであり、次のような特徴
ちょう

があります。 

①背骨のある動物。周りの温度とともに体温が変わる。 

②水中でも陸上でも生きていくことができる。水陸両生。 

③水中に殻
から

のない卵をうむ。水中で幼生期をすごし、成体は陸上生活するものが多い。 

④体表には、毛、羽、うろこがなく、肺と同じ程度に皮ふを通して呼吸ができる。皮ふは粘膜
ねんまく

におお

われている。 

さらに、カエルは、オタマジャクシと親ガエルは形が変わる、大きな口と大きな頭、飛び出した目が

あり尾がない、とびはねる、泳ぐ、四肢
し し

が発達しており特に後肢ががっちりしているといった特徴があ

ります。 

カエルと聞くと、体の形や、1～2 種類の名前を思い浮かべることができるでしょう。アマガエル、ト

ノサマガエル、・・・。では、滋賀県には何種類のカエルがいるのか知っていますか。滋賀県には、16

種類のカエルが生息しています。このうち、夏に草津市内の田んぼとその周辺でよく見かけるカエルは

7 種類と言われています（コラム NO.1参照）。 

この調査によって、市内における 7 種類のカエルの分布状況が明らかとなるとともに、調査活動や合

同観察会、結果の公表により、市民のみなさん１人１人が、カエルを通して身近な環境を考えるきっか

けをつくることを目的として調査を行いました。 

 

※コラム NO.1：市内でよく見られる 7種類のカエル 

夏に草津市内の田んぼとその周辺でよく見かけるカエルは、次の 7 種類と言われています。 

【指先に吸ばんのあるカエル】 ニホンアマガエル・シュレーゲルアオガエル 

【体にはんもんとしまのあるカエル】 トノサマガエル・ダルマガエル 

【体に細かなイボのあるカエル】 ヌマガエル・ツチガエル 

【特定外来生物】 ウシガエル 
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２．協力者 

今回の調査にあたり、アドバイザーとして滋賀県立琵琶湖博物館の専門学芸員である大塚泰介氏に、

調査対象種の選定、種の同定、観察会・座談会への講師としての参加および最終報告書の内容の検証を

お願いしました。 

また、同じく滋賀県立琵琶湖博物館の学芸員である澤邉久美子氏には観察会の講師補助、金尾滋史氏

には写真提供および同定の補助をお願いしました。 
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３．調査期間 

平成２４年７月１５日～９月１５日 

 

４．調査対象地域 

草津市内全域 

 

５．調査参加者 

市民いきもの調査員としてこの調査員登録された方々は次のとおりです（計 29 名・団体）。 

 

鈴村 稔 さん 辻 勝彦 さん 土佐 洋志 さん 川口 美保子 さん 

下楠 美信 さん 椛島 昭紘 さん 西迫 尚 さん 田中 美樹 さん 

遠藤 浩子 さん 原田 聖明 さん 今村 ひかり さん 河原 豪 さん 

河原 蓮・澪 さん 

草津でホタルを楽しむ会 鈴木 道弘 さん 山田幼稚園 ほし組のみなさん 

びぃ～丸 さん ママ さん 

KY さん SH さん MT さん KN さん 

MO さん SA さん YN さん MY さん 

TG さん YH さん TH さん TN さん 

 

６．調査方法 

調査の流れは①～⑦のとおりです。 

 

①調査期間前に、事前説明会を行いました。 

・説明会…平成２４年７月１４日（土） 市役所１０１会議室 

（参加自由、参加者数 8 名） 

②調査員登録をされた方に、調査票（図１）および説明書（図２）を配りました。 

③調査員のみなさんには、調査期間中、草津市内でカエルを見つけたら調査票に記録し、市環境課ま

で報告していただきました。 

・提出方法…調査票持参・郵送・FAX・メール 

④調査期間中、調査員合同観察会を開催しました。 

・観察会…平成２４年７月２１日（土） 志那中町浮舟地区とその周りの田んぼ 

（参加自由、参加者数 37 名） ※コラム NO.2 参照 

⑤調査期間中、カエル調査通信を発行し、情報交換を行いました。（図３） 

・調査通信第１号…平成２４年８月１３日 

・調査通信第２号…平成２４年９月１４日 

⑥調査期間終了後、座談会を開催し、調査の感想を調査員同士で話し合ったり、アドバイザーの先生

から結果の講評をお聞きしたりしました。 

・座談会…平成２４年９月２２日（土） 市役所２０１会議室 
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（参加自由、参加者数 4 名） 

⑦調査結果は市環境課で集計し、市域に約 10km 四方のメッシュをかけて、メッシュごとに発見数を

示した「草津市カエルマップ」にまとめました。 

・メッシュ…環境省が行っている自然環境保全基礎調査で利用することを目的に作成された「都道府

県別メッシュマップ（環境庁，1997）」を使いました。 

 

  

おもて                      うら 

図１ カエル調査票 

 

 

図２ カエル調査 説明書 
全 21 ページ。中に、カエルの見分け方などが記載されています。 
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図３ カエル調査通信 

 

※コラム NO.8：カエル観察会 

市のカエル調査の期間中、アドバイザーの大塚先生が勤務されて

いる滋賀県立琵琶湖博物館でも、カエルに関する展示「第 25 回水

族企画展示 ぼくらは田んぼの合唱団 ―滋賀にすむカエルたち

―」が７月１４日から９月２日まで開催されることになりました。

そこで、市と博物館と合同でカエルの観察会をやってみよういう

ことになりました。 

 

【観察会概要】 

主催：滋賀県立琵琶湖博物館・草津市環境課 

共催：志那中環境を守る会 

日時：７月２１日（土）９：００～１０：３０ 

場所：草津市志那中町浮舟地区とその周辺の田んぼ 

スタッフ： 滋賀県立琵琶湖博物館 大塚先生・澤邉先生・上瀧さん 

 草津市環境課 4 名 

 志那中町環境を守る会 運営委員長 本村さん 他 14 名 

参加者：37 名（市のいきもの調査員 14 名、地元子供会 23 名） 
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【参加者の感想】 

・いろんなカエルがいて、つかまえてちがいもわかって楽しかった。 

・カエルをじっくりと観察でき、貴重な体験でした。 

・よかった。もっとやりたい。 

・カエルは 1 匹しかとれなかったけど、楽しかったです。 

・あまりカエルはとれなかったけど、楽しかったです。また来たいです。 

・たくさんのカエルや虫がとれて、子供も喜んでいました。 

・いろんなカエルが知れた。 

・こういうの、いいですね。子どものいい勉強です。 

・いっぱいとれて楽しかった。 

・カエルやバッタ、いろいろつかめて楽しかった。 

・トノサマガエルが見つけられて、よかったです。 

・トノサマガエルが見られてうれしかった（ダルマも）。 

・身近にいろんな動物や虫がいることがわかった。 

・自然観察が出来て非常によかった。あまり見かけなくなったカエルがたくさんいるのが発見できてよ

かった。 

・ダルマガエルをはじめてみることができてよかった。 

・カエルは最近みてなかったので、良かったです。少し暑かったですね。 

   

   

 

７．調査結果および考察 

（１）調査結果 

29 名・団体の調査員から、98 件の報告が集まりました。 

週別報告件数は図４のとおりです。お盆をのぞいて、毎週 10～15 件の報告がありました。 

また、種類別報告匹数は表１のとおりです。ニホンアマガエル、ウシガエル、トノサマガエルの順に

多く見つかりました。ただし、ニホンアマガエルとシュレーゲルアオガエル、トノサマガエルとダルマ
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ガエル、ヌマガエルとツチガエルは見分けにくいため、結果のまとめである“草津市カエルマップ”で

は、それぞれまとめてカウントした匹数で示しました。 

                           表１ カエル種類別報告匹数 

        

     図４ カエル調査 週別報告件数      注）“数匹”は 5匹、“たくさん”は 10 匹とカウント 

 

報告票内容の詳細を表２に示します。 

表２ 調査票内容の詳細 
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メッシュごとの報告匹数を“草津市カエルマップにまとめると、図５のようになります。 

 

（２）考察 

今回の調査では、ニホンアマガエルやウシガエルがたくさん見つかりました。一方、トノサマガエル

やダルマガエルの数は、それほど多くありませんでした。これは、これらのカエルが“夏バテ”してい

たからかもしれません。 

今回設定した調査期間は、カエルにとっても人間にとっても暑い時期で、昼間は活動しにくく、予想

外に報告は集まりませんでした。より多くの報告を集めるためには、調査期間は５～７月に設定した方
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が良かったのかもしれません。 

また、報告箇所にムラができてしまいました。マップでは、例えば市北部の片岡町・下物町付近の報

告がありませんが、これは、単に調査員が行かなかった為だと考えられます。市内全体にムラなく調査

を広めるためにはどうすればよいのか、今後の課題です。 

 

図５ 草津市カエルマップ 
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８．意見・感想 

【座談会出席者より】 

・カエルになわばりはあるのでしょうか。なかなかまとまって見つかりませんでした。（田中さん） 

 ⇒なわばりはあります。（大塚先生） 

・カエルの寿命はどれくらいですか。（田中さん） 

 ⇒ダルマガエルで 5～6 年と言われています。11 月頃から冬眠して冬を越します。 

・夏休みの自由研究の一環として色々な川の魚を調べるついでに、カエルを調査していました。街中の

水の無い所にもアマガエルがいたのが不思議でした。どうしてそんなところにいるのでしょう。街灯に

集まる虫を求めてやってきたのかな？（河原さん） 

 ⇒その可能性はあります。ただし、実は、アマガエルは泳ぐのが下手で、水路を使って移動すること

は難しいようです。街中でも、例えば家の庭の池で繁殖している場合があります。また、ホームセン

ターで販売されている樹木にくっついて運ばれてきた可能性もあります。（大塚先生） 

・カエルの活動時間帯は？ 

 ⇒暑い夏場は、昼間に活動することは少ないようです。（大塚先生） 

・田んぼでも、カエルがいる所といない所があるのはなぜ？（河原さん） 

 ⇒中干しのタイミングがあると思います。また、畔に除草剤（ラウンドアップ）をまくとカエルは絶

滅すると言われています。 

 

【調査終了後アンケートより】 

・今回のカエル調査は以前のアカトンボや水鳥の調査に比べて私にはむずかしかったです。多分、調べ

るやり方違うのかなとおもうのですが、十分わからないまま終わりました。（辻さん） 

・当方の草津市内の行動範囲の中では、カエルの姿を見付けることは困難でした。（土佐さん） 

・調査員になって、カエルの顔をしみじみと見ました。（アカトンボでは顔の眉をしっかり見ました。）

家庭菜園でトノサマガエルを見ていたのですが、期間内には会えませんでした。子どもたちの調査員

参加は沢山ありましたか？先日の「リサイクルフェア」にガールスカウトが団活動で来ていました。

これらの青少年団体にも参加してもらうと、草津の自然に触れてもらえると思います。（川口さん） 

・カエルは周りで観察しているだけでは発見が難しく、畑や休耕田・空き地等に入って観察すれば、結

構見られるのではと思います。草が茂っていない様な市街地では難しいと思いますが。（草津でホタル

を楽しむ会 鈴木さん） 

・市内の田んぼや水路、川を散歩しながら、見つけたら調査票を送ってきました。カエルはどこにでも

居ると思っていると、必ずしもそうでない事に気づかされました。また種類の見分け方も難しいです

ね。楽しい調査でした。（椛島さん） 

・自宅裏が田んぼ山なので環境は良い。ニホンアマガエルの 1cm2cm はかわいくて孫がオタマジャク

シを飼っていたらいつの間にかいなくなっていた。田んぼへいったのか。ダルマガエルはギギギと鳴

くとか。見た事ないがあの声がそうかとガッテンです。（ママさん） 

・調査以前（前年）には何気なく周囲でカエルの鳴き声を聞いていましたが、調査に入るとなかなか確

認できませんでした。調査のタイミングは良かったのでしょうか？もう少し調査期間を広げるか、１

年を通しての調査もあり得るのでは。（西迫さん） 
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・草津市がこんな調査を行なっていることを多くの人に知ってもらう為と、不審者と思われないために、

調査中ということがわかるワッペンか札があればいいのではないでしょうか。（遠藤さん） 

・旧草津川や自宅まわり、また湖岸沿いに行ったときは探していたのですが見つけることができず残念

です。今回も参加させていただいて、自然を見つめなおすいい機会になりました。ありがとうござい

ました。（原田さん） 

・いろいろなカエルを知ったり、見つけたりするよい機会になりました。調査に協力した人には、作成

したマップを渡すだけでなく、何かもらえると励みになり（例えば、ワッペンなど）、もっと探そうと

する意欲につながったのではないでしょうか。（山田幼稚園 ほし組のみなさん） 

・意外と探すのが大変でした。（今村さん） 



16 

 

９．写真提供 

 ・滋賀県立琵琶湖博物館 

 ・兵庫県立人と自然の博物館 
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 ・カエルのきもち（千葉県立中央博物館、晶文社） 

 ・身近な両生類・はちゅう類観察ガイド（関慎太郎、総合出版） 


